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研究成果の概要（和文）：　欧米圏の美術研究においてはすでに数十年前から美術市場研究が本格的に始まり、
その後も着実に発展してきた。しかし、日本においては美術市場の研究は美術史研究の中でもおそらくもっとも
遅れた研究領域であった。これには文化に対する政治や経済の関与を極度に警戒する日本の戦後独特の背景があ
るが、そのことは芸術・文化の理解や発展をまちがいなく妨げてきた。本研究においては欧米圏の研究成果をま
ず十分に吸収、紹介するとともに、西洋美術の領域において独自の研究を進めるとともに、美術と経済のあり方
についてより深い理解を広げようとしてきた。その成果はいくつかの出版物、シンポジウムならびに多くの論文
によって達成されてきた。

研究成果の概要（英文）：　In the Western Countries studies of art market started in the 1980s and 
since then they have developed considerably. However, art market studies were the most retarded 
field of study in all genres of art historical studies. There were historical reasons for this. In 
the post-war period Japanese humanities have avoided the topics of "art and polytics/economy", but 
this has caused enormous lack of knowledge and understanding of the relation "art and economy". In 
the present study we have tried to introduce, assimilate research results of this field in the 
Western Countries, to undertake our own researches and to disseminate these studies in Japan. Our 
research results have attained our purposes in our publications and symposia.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により日本における美術市場研究は着実に動き始めた。中堅、若手世代にもこの研究と取り組む研究者が
現れてきた。その広がりはまだ十分とは言えないが、これまでの状態を大幅に改善してきたことはまちがいな
い。西洋の研究を中心に行ってはきたが、日本やアジアの美術研究者の中にも関心をもつ研究者も現れてきたこ
とは、大きな成果だと言ってよい。社会的には本研究を通じて現代における美術政策、文化政策についての提言
を関係省庁などに伝えることができた。文化活動がもっぱら国家予算頼みながらその予算が極めて少ない中、文
化活動を経済システムの中で成長させるという思考を伝えられた意義も大きいと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本においては美術市場の研究が極めて遅れており、その遅れが美術史学のみならず人文・社
会・経済学研究全体の遅れ、さらには文化政策や文化と社会経済との関わりに対する一般的理
解度の不足をもたらしてきた。 
 
２．研究の目的 
西洋の近世・近代美術を対象に、美術市場における流通メカニズムと画商の国際的活動の全体
像を、経済史の方法や成果を取り入れつつ明らかにする。具体的には、一般市場とは異なる美
術市場の特質、美術作品の市場価値 決定のメカニズム、市場に おいて画商や批評家、美術史
家らが果たしてきた役割などを、歴史的史料とデ ータに基づいて解明する。さらに、経済活動
と 資本主義の発達とともに急速に国際化した美術市場を「世界システム」として理解するため、
各研究分野での調査・研究成果を 共同研究のなかで擦り合わせつつ分析し、「美術の地政経済
史」Geo-Economics of Artの研究基盤と方法を構築したい。  
 
３．研究の方法 
先端研究の進められているオランダ、アメリカ、フランス、ドイツなどの最新の研究を消化吸
収しつつ、各研究者が独自の研究領域で成果を上げ、随時成果を発表。全体的な成果としては
研究誌特集号、国際シンポジウムなどで公表する。 
 
４．研究成果 
国内では初めてとなる研究誌特集号の刊行、国際シンポジウム、講演会の開催により本研究分
野における最先端研究を紹介し、本研究の研究分担者による独自の研究も国際的に発信してい
った。 
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